
＜資料３＞

「農業技術の匠」の技術の概要等
（敬称略・都道府県順・年齢は公表日時点）

N０. 都道府県 「農業技術の匠」の氏名等 技術の概要
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＜徹底した間伐と樹勢管理を重視した高品質柿生産＞

カキの栽培において、栽植密度を慣行栽培の半分程度に抑えて、日当たりと

風通しの良い環境を確保するとともに、結果母枝数の適正化、早めの主枝、

亜主枝の剪定の樹勢管理技術を確立することにより、高品質、省力化、大規

模経営を実現。

青森県

宮城県

＜60年間のデータに基づく気象変動に対応した良質・多収米づくり＞

コシヒカリ反収600ｋｇを安定的に確保する４つの収量構成要素目標とそれを

達成するためポイントを女性ならではの緻密な観察と記録によりとりまとめ、

多収米づくり技術を確立。

＜大豆の条間除草剤散布作業の省力化＞

遮へい板により農薬の大豆への飛散を防ぎ、かつ、同時に中耕・培土を行うこ

とができる装置を開発することにより、省力的で効果的な作業体系を確立。
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＜有機栽培による飼料作物生産体系の確立＞

土壌分析と収量調査に基づいた有機肥料の適正施用を基に、草地ではマメ

科牧草追播と雑草抑制の栽培技術を、サイレージ用とうもろこしでは機械除草

技術を組み合わせて、飼料作物の有機生産体系を確立。

＜強勢台木マルバカイドウ台を用いた高品質多収生産技術の確立＞

山手の積雪地域での雪害対策として、大樹に仕立て、ダイヤモンド方式と称す

剪定方法を考案。葉枚数の確保と着果量を制限し、りんごの高品質多収生産

を実現。

＜新しい育苗・定植技術によるブロッコリー・スイートコーンの作付拡大＞

ブロッコリーの老化苗の育成・定植技術やマルチと深植えによる独自のスイー

トコーンの早期定植技術を核として、出荷期間を延長し、直売所への野菜の

周年出荷作付体系を確立。

＜豪雪地域における低コスト周年園芸の実践＞

ストックとオクラ、フクタチを組み合わせ、特にストック栽培技術において独自

のブロック育苗法を考案し、八重鑑別技術等を確立、高い収益性を確保。
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N０. 都道府県 「農業技術の匠」の氏名等 技術の概要
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きよね有機の郷　会長
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倉敷地方有機無農薬農産物生産研究会　会長
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を利用した補植による単収の向上＞

補植用に用いられる一芽苗の育成において、分げつや発根を旺盛にする置

床式という独自の方法を考案するとともに、植付器具・方法等を工夫して地域

の平均を上回る単収を確保。

＜作業機開発による水稲不耕起Ｖ溝直播
ぶいみぞちょくは

栽培の鎮圧整地の技術の確立＞

冬季の水利のない地域で水稲不耕起Ｖ溝直播栽培の導入推進を図るため、

鳥害防止や播種精度の向上に効果のあるトラクター轍
わだち

跡の解消作業機（小型

のスキ）と排水用の溝切機を開発し、効率的で、精度の高い鎮圧整地技術を

確立。

＜温州みかんの隔年結果防止及び省力的マルチ被覆方式＞

ビニールハウスの巻取機と直管パイプを利用し、マルチの省力被覆・除去作

業法とともに、摘果剤を利用した半樹摘果技術を体系的に確立。

＜ぶどう「瀬戸ジャイアンツ」ほか７品種の育成＞

食味が優れ、果形がユニークな種なしで皮ごと食べられる、裂果しないぶどう

品種等を育成するとともに、地元高校生などに育種方法の指導等を実施。

＜天敵と微生物農薬を活用した施設なす特別栽培技術の確立＞

天敵の定着を促進させる技術を開発し、複数の天敵や微生物農薬を利用した

病害虫抑制体系及び訪花昆虫を利用したなすの省力安定栽培を確立。

＜有機ニンジンの大規模経営における安定生産技術の確立＞

高畝・明渠・暗渠
たかうね　　めいきょ　　あんきょ

による排水対策や畝立後の太陽熱消毒による病害、雑草防

除技術と作業効率を向上させる機械装置を自ら開発し、大規模有機ニンジン

の栽培体系を確立。

＜農業機械の自作による省力・低コストれんこん経営＞

レンコン栽培における植付準備から収穫調製までの各段階において、機械の

改良、開発を行い、省力栽培を実践。農作業機の自作を希望する農業者との

交流活動を継続。
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